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『天皇制の深層（１）』－問題の所在と筆者の立場
［３］全体の草稿の目次予定
【Ⅰ】はじめに（※今回の論考に相当する部分※）
【Ⅱ】精神療法家が天皇制を語る必然性と立場
（１）天皇制と日本人の深層心理
（２）日本的精神療法理論（甘え理論・阿闍世コンプレックス論）の隘路－内観法研究から見えて
くるもの
（３）精神分析的精神療法と森田療法・内観法の比較臨床の経験－「知の体系」「超越の方法論」
の違い－概念を介した超越と「わざ」を介した超越
【Ⅲ】天皇制の諸議論についての概略的整理
（１）中空性について
（２）無為・自然についてー「つぎつぎになりゆくいきおい（生成論）」
（３）清澄（スメラ）な侵しがたさ（幼童天皇）と怨霊（ケガレ）としての牛頭天王
（４）二つの超越性：宗教的超越性（司祭者として天皇＝超越の属性＝不親政）と政治的超越性
（統治者としての武装した天皇＝親政）
（５）服属儀礼と土俗性・民衆性（服従・服属と自発、制度を下から支えている土俗性）
（６）「公」と「私」の一体的把握－その絶対性と全体性
（７）天皇の秘匿性（「私」秘性）と公開性
（８）祀るものと祀られるものの転位相
（９）三種の神器の問題ー「剣鏡」と「玉（勾玉）」の歴史的・象徴的異質性
【Ⅳ】天皇制における問題の所在の整理
（１）日本人にとってそもそも「宗教・超越・本質」とは何か？
①西洋人にとっての宗教・超越の構造－キリスト教
②日本人における宗教・超越の構造
（２）清明心は本当に日本的特性か？
（３）「つぎつぎになりゆくいきおい（生成論）」は日本的特性か？
（４）日本人にとって主体性・作為は一体どこに位置づけられるのか？
（５）服属と自発という相反する出来事がなぜ同時に布置されるのか？
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（６）「公」と「私」の一体的把握－天皇制や日本的心性はなぜ全体性・絶対性の様相を呈しやす
いのか－
（７）ばらばらな村落小共同体（常民・稲作）がどのように国家へと統治され得るのか、天皇の機
能は？
（８）天皇の私秘性（秘密性）と衆目に晒すことの相反する意味と原理は何か？
（９）祀るものと祀られるものの転位相は何を意味しているか？
【Ⅴ】精神療法の臨床の紹介－内観法と精神分析に焦点をあてて
（１）精神療法の予備知識
①精神療法とは何か
②治療構造とは何か
③治療者患者関係の本質と臨床的問題点
④自己洞察とは、防衛処理とは
（２）自己洞察という体験の特性－精神療法のターニング・ポイントに観察される心的現象
①すむ（澄む＝住む）体験とフィロバティズムの共通性と違い
②フィロバティズムの本質的な二面性
（３）罪悪感と超自我の精神分析理論
（４）バリント理論・ウイニコット理論の紹介－オクノフィリアとフィロバティズム、ウイニコッ
トの「一人でいられる能力」、治療的退行論
（５）内観法
①内観法の概略
②自己洞察に伴う転回体験の諸特性（「タタリ」的出現様式）
③「すなお（素直）」「すまない」「いけない」体験
④体験過程と治療構造の不可分一体性
⑤日本的精神療法理論－「阿闍世コンプレックス論」「甘え理論」－の混乱の本質－『間柄』
『関係性』の質的区分け不全と関係性の浸潤・侵犯
（６）西洋と日本における超越様式の違い－概念による超越と「わざ」による超越－自己洞察を援
助する方法論の違い（精神分析と内観法）
①超越－「分かること」に関する西洋と日本のスタンスの違い
②「わざ」ということ－宣言的知識と手続き的知識の認知科学的・神経心理学的特性の相違
③精神分析－西欧の方法論－と内観法（森田療法）－日本の方法論－の違い
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【Ⅵ】天皇制の深層
（１）天皇制論の基本テーゼ
（２）「タマ（葬祭の系列）」と「カミ（祭祀の系列）」の質的違いと機能的不可分性－「生成論的
な体験過程」とそれを可能たらしめる「治療構造」の不可分性－私的内的生成の様式と公的
「かかわり性」の不可分性－
①相良亨の「おのずから（自然）」論の検討－「おのずから」の生成論と「型」の不可分性
②折口信夫・益田勝美・中村生雄のタマ・カラ・ミ（身）論－タマとカラの不可分性は生成論
としての体験過程と治療構造の関係に符合する
③丸山真男の思惟様式論ー原型・古層論（生成論）と倫理規範の萌芽としての儒教（荻生徂
徠）・鎌倉武士の規範意識の構造（神祇信仰・起請文・貞永式目）
④三種の神器の歴史と象徴－タマ（玉）とカミ（剣鏡）の異質性と不可分性
⑤政治形態として歴史的に繰り返し出現・再現されるパターン『幼童天皇と上皇』－「ワザ」
における作為／非作為の不可分性の象徴
（３）天皇制が私的体験に組み込まれる原理－「タマフリ」の心的構造（私的体験領域の死と再
生・超越論的な体験様式）－『カミ・タマ』の三位一体
①『おのずから・みずから』－『タマ』の生成過程論（生成・死滅論的側面）－内発的契機に
よる根源的生成（外部からの非干渉と自己組織化による内発的生成）と自発的能動性（作
為の原基として主体）の不可分性
〈１〉精神療法における自然ー体験過程における「おのずから・みずから」
（ｉ）精神療法の自己洞察局面の非連続性－自己洞察・新たな自己の非連続出現様式とし
ての“タタリ”“自分”（木村敏の間（あいだ）の理論）
（ii）「なりゆき」と「内面非干渉」による内発的生成－創造的自閉を通しての内的要素
間の結合促進ー「創造」の本質（バリント退行論）
（iii）作為の原基（みずから・自分）は非作為的なりゆき・自閉的様式によってのみ出現
可能－作為と非作為の次元の相違
〈２〉西洋における自然論の系譜
（ｉ）キリスト教神学における自然（ピュシス）と個（ヒュポスタシス・ペルソナ）
（ii）宗教学と哲学－エリアーデのヒエロファニー（聖体示現）とレヴィナスのイポスタ
ーズ（位相転換）、バルト神学－西洋的自我に対置される絶対の「他者性」
（iii）生命科学（複雑系の科学）における生命誕生の原理－自己組織化の原理
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〈３〉根源的な自然・生成・存在論の象徴としての天皇
（ｉ）みずから（自ら）とおのずから（自ずから）の一体性－始原的「自分」象徴として
の天皇
（ii）内発的生成（なりゆき性）と内面非干渉の「無為」象徴としての天皇－犯すべから
ざる「無為・なりゆき性」
（iii）生命論の象徴としての天皇－産すび神（タカミムスビ）としての皇祖神・稲作・天
皇－大嘗祭と折口信夫の民俗学的生命論（タマ）の魅力と呪縛
②『すむ（澄む＝住む）』－『カミ』の非存在／存在論、『カミ』とのかかわり－清澄な空性・
非存在性（無私の美意識）と根源的な存在性［内的身体実在性（ミ）と聖なる顕現（モ
ノ・タタリ）］と服属・規範意識の不可分一体性
〈１〉精神療法における存在／非存在論と服属・規範性－「すむ（澄む＝住む）・あきらむ
（諦らむ＝明らむ）」体験の普遍性
（ｉ）非存在的空性と存在論的実在性（身体的実感）の同時析出：『存在的側面』から見
える体験様式
（ii）全的自己放棄（服属）と自己再生・自己同一性（獲得）の不可分性：『関係性・か
かわりの側面』から見える体験様式（「一人でいること」は「絶対者とのかかわり」
の別表現である）
（iii）清明・罪・規範（すむ・すまない・いけない）のパラドックス：『罪意識や規範の
側面』から見える体験様式
（iv）私的領域を通して作用する公的規範：『私と公の側面』から見える体験様式－外的
構造と内在化される心的構造：私的領域と社会を結ぶもの（規範意識の根幹）
〈２〉日本思想における存在／非存在論と服属・規範性－無私・清明・空性（自己存在性）
と全的自己放棄・倫理性の思想系譜
（ｉ）清澄なる空性の美的強調（ハライ・スメラ）と聖なる実在（ケガレ・タタリ）
（ii）無私・自己放棄の倫理系譜（放棄と服属）－正直・清明心の倫理系譜
（iii）（絶対者への）全的自己放棄（澄む）と根源的な自己同一性の獲得（住む）の不可
分性
（iv）絶対者への全的自己放棄・服属と対人関係の服従の区別の曖昧さ・困難さ
〈３〉フーコーの司牧者権力論
〈４〉天皇論における非存在／存在論と絶対者とのかかわり・倫理規範性－無私・清明・罪
性・全的自己放棄・規範性
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（ｉ）空虚・空性の「正統」象徴としての天皇
（ii）美的文化装置としての天皇
（iii）清明心－無私の倫理伝統－宗教的な超法規的権威としての天皇（規範性・服属性と
正統性）－『スメラミコト・ミコトノリ』
（iv）五感（実感的存在・実在）を通した天皇支配の様式
（ｖ）私と公の相即性
（vi）服属と自発
③『ワザ・（ミ）コト／モノ』－『カミ』の方法論的側面ー形なき（無限定で、不定な）作為
不能・統御不能な絶対者が具体的に限定された形相（通路）に「型・間」として顕現す
る：非作為／作為のダイナミズム
〈１〉精神療法における「タマフリ」の通路・方法論の特性－手続的知識（ワザの知・治療
構造の知）の特性
（ｉ）体験過程と治療構造の不可分性－外部の条件と体験の様相の不可分性（状況依存的
な『知』）－外と内の不可分性
（ii）体験熟成に必要な「引きこもり」と退行－外部刺激遮断と内向化
（iii）概念的言語化不能性－核心体験の伝達不能性－間接的比喩的なワザ表現
（iv）作為性と「成り行き」性の同時並存
（ｖ）体験要素間の交流・融合の増大－矛盾許容性の増大：異質な要素の結合・性的象徴
（vi）身体技法（作法）や身体的「知」「感触」と不可分な「ワザの知」
（vii）体験の直接性・始原性・魅了性と全人的関与に伴う「知」の絶対性・固執性・拘束性
（viii）構造（絶対他者・カミ・超越者）への服属と自己放棄（マツリ）－死と再生のタマ
フリ体験
〈２〉日本思想における方法論・通路性
（ｉ）タタリ・ワザ・マツリ－不定なるカミの出現様式「タタリ」と出現通路「ワザ」と
迎え方・態度「マツリ」
（イ）タタリ
（ロ）ワザ
（ハ）マツリ
（ii）（ミ）コト（ワザ）、モノ－カミの通路・治療構造（カミの通路性・方法論）
（イ）モノとコト（ワザ）
（ロ）モノ（タタリとモノ）
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（ハ）コトバ（ミコト）とワザ（日本のミコトと西洋のロゴス）
（iii）「ワザ（技）」の諸様態
（イ）タマ（魂）の再生としての技－タマフル文芸・芸能
（ロ）非農業産品の生産技術としての技
（ハ）農業的な生産技術
（ニ）祀りの制度・技術としての技（祀りと祭り・政の統治としてのワザ）
（iv）私的領域におけるカミの通路＜型・行＞－超越体験・タマフリの方法論
（イ）イミゴモリ
（ロ）「型」修行
（ハ）タマフリのマツリ（祀り）性
（ニ）私的領域が公的領域に開かれる必然性
（ｖ）社会制度としてのカミの通路＜ハラエ・ケガレとマツリ＞－社会的なカミの通路・
方法論
（イ）マツリ－「ムラ」の死と再生
（ロ）ハラエとケガレ（近藤直也のハライ・ケガレ論を中心に）
（ハ）社会的「祀り」のタマフリ性－公的一体感と私的癒しの同時性（神事と祝祭）
〈３〉西洋における手続的知識論（わざ論）
（ｉ）科学における「わざ」の理解
（ii）宗教学－ヒエロファニー（聖体示現）
（iii）文化人類学・認知科学・労働過程論における「わざ」の位置づけ（福島真人の研究）
〈４〉天皇制におけるワザ・（ミ）コト、モノ
（ｉ）ワザの統括者としての天皇
（ii）生命論的生成（タマフル）（生命・生成・タマの系列）の「ワザ」の投影・象徴資
本としての天皇
（イ）非日常的な死と再生（ワザ・言霊）のタマフリ－反倫理性と罪性・ケガレ、差
別と天皇
（ロ）日常的な遊び文化（芸能・文芸）としてタマフリ
（ハ）祭り－祝祭のタマフリ性（集団のタマフリ）
（iii）物（モノ）の生産・流通のワザを統轄する天皇
（イ）非農業的（工業的）な生産物・生産技術（工業品・海産物）－網野史学を中心に
（ロ）農業的な産品（あるいは他の産品）の流通－商業権の統治、国境や交通権の統
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治者・象徴としての天皇
（iv）（カミ）マツリの司祭としての天皇
（イ）カミダーリー（カミの顕現）の象徴としての天皇（カミをまつり・カミとして
まつられる天皇）
（ロ）ミコト（命令）＋ノリ（法）としての統治者としての天皇（父）
④『カミ・タマ』の三位一体のまとめ－内的体験としての天皇制
〈１〉『タマ』の系と『カミ』の系の不可分性と双方の象徴としての天皇
（ｉ）精神療法的な視点から－治療構造・規範（カミマツリ）と生命論的のタマ再生（タ
マフリの体験過程）は不可分である精神療法的な原理
（ii）三種の神器の観点から（剣鏡と勾玉の異質性と結びつき）
〈２〉『カミ・タマ』の＜優位＞な三位一体
〈３〉『カミ・タマ』の＜劣位＞な三位一体
〈４〉優位と劣位の三位一体の組み合わせ－「幼童天皇と上皇」という歴史で繰り返される
支配様式のパターン
〈５〉ワザの状況依存性・身体性に由来する絶対性・固執性の危険
（４）私的体験と集団（集団形成）の深層回路
①「一人でいる」体験の「かかわり」性の不可欠性
②超自我（父性的要素における公私）
③「素直」の心的社会的構造－「ムラ」の集団凝集原理
（５）天皇が日本的小集団（ムラ）を統轄する原理－「マツリ」の構造（ムラの死と再生）
①ケ／ハレ（マツリの民俗学的基本構造）が個人のタマフリと同じ体験構造になっていること
②祀り（大嘗祭）の二重構造・私的服属と公的服属が二重性になっている
③マツリの空間の両義性
④「ワザ」のX軸Y軸
⑤「マツリ（祀り）」と「マツリ（政）」の関係・不可分性
⑥祀りと天皇－祭祀王・宗教的司祭としての天皇
（６）私的領域（タマフリ・カミダーリー）・集団統治（マツリ・政）の非日常と日常（神遊び＜
ハレ＞・村の日常生活＜ケ＞）のすべてを貫き天皇は回路を持ち、象徴資本となっている。
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